
2014 年度【2013 年度申請】研 究 助 成 応 募 要 領 
 

本助成は、協会加盟図書館および加盟図書館員の活動に何らかの形で寄与できると判断さ
れる研究を対象に行う、私立大学図書館協会の研究助成です。財源は、全て「加盟図書館
からの会費」および「篤志による寄付」によって賄われています。 

 
１．研究・調査の種類 
（１）個人研究：個人で研究課題を設定し応募するもの 
（２）共同研究：複数の図書館員により研究課題を設定し応募するもの 
（３）機関研究：一図書館又は複数図書館で研究課題を設定し応募するもの 
（４）課題研究：当協会が推奨する課題について応募するもの 

※今年度は募集を中止いたします 
（５）海外図書館事情調査：個人またはグループで海外の図書館事情を調査する目的で

応募するもの 
※別紙「海外図書館事情調査について」を参照のこと 

 
２．研究期間 
（１）2014 年度単年度 
（２）2014 年度から複数年度（最長 3 年）にわたるもの 
（３）海外図書館事情調査は 2014 年度単年度 
 

３．応募資格 
当協会に加盟する大学の図書館員（機関研究においては図書館長） 

 
４．応募期間 
  （第一次）：2013 年 9 月 11 日（水）～2013 年 11 月 29 日（金）※消印有効 
  【再募集】：2013 年 12 月 5 日（木）～2014 年 12 月 20 日（金）※消印有効 
 
５．提出書類 

（１）研究助成申込書（所定の用紙） 
（２）研究計画書（所定の用紙） 
    ※記入方法については「研究計画書の記入のしかた」を参照してください。 
（３）研究経費申請書（所定の用紙） 
    ※記入の際は「研究経費の申請について」を参照してください。 

※研究期間が複数年にわたる場合は、年度ごとに記入して提出してください。 
  
６．助成の種類および助成対象経費、助成額 
（１）助成の種類 
    研究費の補助および貸与  
（２）助成対象経費 

助成の対象となる経費は、研究に直接必要な経費に限ります。また、海外図書館

事情調査は往復ならびに各国を巡行する航空運賃および現地宿泊費のみを助成し、

次の②から⑧までは助成対象としません。 
   ① 調査のための旅費・宿泊費 
      各大学で設定している支出基準に準拠した金額とします。 



   ② 通信運搬費（郵便費、送料ほか） 
   ③ 謝金（講師謝礼、アルバイト雇用ほか） 
      申請する際には事前に会長校事務局にご相談願います。 
   ④ 施設・設備使用料 
   ⑤ 印刷費 
   ⑥ 機器購入費（賃借料含む） 
   ⑦ 消耗品費（消耗品、図書購入費ほか） 
   ⑧ その他（委託費、データベース使用料ほか） 
      ※会合費は助成対象としません。      
（３）助成額 
  ① 単年度の場合 上限 60 万円 
  ② 複数年の場合 合計 120 万円以内（但し年度ごとの上限は 60 万円） 
  ③ 海外図書館事情調査   上限 60 万円 

 
７．助成の審査方法および結果通知について 
  研究助成委員会で審査し、その後、第 2 回東西合同役員会にて協議を行い助成の可否

を決定します。申請者には 3 月中旬に会長校事務局から文書で通知します。 
 
８．研究成果の発表について 
（１）報告書の作成 

①研究期間が複数年にわたる場合は、毎年度中間報告書を作成し、3 月中旬までに

会長校に提出してください。 
②研究終了後は報告書（A4 横書き、任意書式）を作成し、4 月末までに会長校に提

出してください。 
   ③報告書は当協会ホームページに掲載します。また、会報への掲載等、私立大学    

図書館協会として使用する場合があります。  
（２）研究成果の発表について 

研究終了の翌年度の総会・研究大会で研究成果の発表をお願いすることがあります。 
  
９．当協会総会・研究大会、会報以外での発表ならびに報告資料の使用について 
（１）発表ならびに報告資料の使用については届出を要します。届出書類は会長校、研

究助成委員長宛（連名）に会長校事務局へ提出してください。書式は任意としま

す。 
（２）発表ならびに報告資料の使用に当たっては、当協会の研究助成を受けたことを明

示してください。 
  （３）発表ならびに報告資料の使用に当たっては、当協会総会・研究大会、会報での発

表後を原則とします。ただし、当協会へ報告書を提出し、会長校、研究助成委員会

で内容を確認し、当協会ホームページ掲載後であれば、当協会総会・研究大会、会

報での発表前の使用も可能です。 
 
１１．応募書類提出先及び問い合わせ先 

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1 立命館大学図書館 

私立大学図書館協会会長校事務局 担当者 髙橋 

TEL: 075-465-7874 FAX: 075-465-8252 E-mail： jaspul@st.ritsumei.ac.jp 

私立大学図書館協会（URL) http://www.jaspul.org/ 

以 上 



 
海外図書館事情調査について 

 
2011 年度研究助成（2010 年度募集）から、「個人研究」「共同研究」「機関研究」「課題研究」の 4つの

研究形態に加えて、「海外図書館事情調査」（助成額 60 万円）を新規に採用いたしました。近年の各分野

におけるグローバル化、国際的な事例や基準などについての調査研究を主目的としています。 
 
「海外図書館事情調査」は、数ヶ国、数ヶ月に及ぶような比較的長期間の海外事情調査などに対して

助成金を交付するもので、国際図書館協力委員会による「海外集合研修」、「海外派遣研修」、「海外認定

研修」と併行して実施される海外研修・研究助成プログラムのひとつです。 
 
海外では図書館職員が、各種の団体や機関からの補助や助成金等を利用して、国際的な会合や会議、

大会に参加することができるのに比して、日本ではそうした制度が少なく、かつ個々の大学図書館では

海外調査・情報交換のための資金援助が得られにくい状況があるため、私立大学図書館協会が助成を行

い、その状況に対応しようとするものです。 
 募集にあたって、下記のような調査・研究を想定しています。 
  
【ヨーロッパ各国の図書館建築の動向】 
 ・調査対象：ヨーロッパ各国立図書館、大学図書館 
 ・旅程：日本→ベルリン→ロンドン→日本 
 
【アメリカ合衆国・カナダの大学図書館における学生支援の実態】 
 ・調査対象：アメリカ・カナダ国内の州立・私立大学図書館 
 ・旅程：日本→ロサンゼルス→シカゴ→ニューヨーク→トロント→日本 
 
【中国における大学図書館のネットワーク事情】 
 ・調査対象：中国内の大学図書館 
 ・旅程：日本→北京→上海→香港→日本 
 
【アジア諸国の大学図書館員の専門職としての状況】 
 ・調査対象：アジア圏の大学図書館 
 ・旅程：日本→ソウル→北京→バンコク→シンガポール→日本 
 
【上記のような調査研究を目的とした国際会議へ出席】 
 ・IFLA（国際図書館連盟）年次大会、ALA（米国図書館協会）年次大会参加等 
 ・旅程：日本→ 開催地等 →日本 
 
 



研究計画書の記入のしかた 
 

 
   

１．研究・調査の種類 
  ５つの区分から該当する種類を選択してください。 

  
２．研究テーマ 

   研究内容が具体的にわかるテーマとしてください（または具体的な副題を付してください） 
 

３．研究期間 
   該当する期間を選択してください。 

 
４．研究責任者 

   研究代表者の氏名、所属する図書館名、職名を記入してください。（機関研究の場合は、研究責任者は
図書館長となります） 

 
５．実務担当者 

会長校および研究助成委員会から各種事務連絡をする場合の担当者名・所属する図書館名、職名、連絡
先（電話・FAX・メールアドレス）を記入してください。なお、上記５の研究責任者と実務担当者が同一
の場合は、（＊）印は記入不要です。 

 
６．共同研究者 

   共同研究の場合は共同研究者全員の所属、職名、氏名を記入してください。共同研究以外の場合は、記
載は不要です。 

 
７．研究推薦者 

   推薦者名および推薦理由を記載してください。なお、推薦者は研究責任者が所属する図書館の館長に限
ります。また、機関研究（図書館長が研究代表者）の場合は、記載は不要です。 

 
８．研究の目的・計画・方法（重要） 

  ①目的  

どのような背景（本研究を応募するに当たり、着想に至った経緯等）、問題意識で、研究期間で何をど

こまで明らかにしようとしているのか、本研究の特色および予想される結果と意義が分かるように研究

目的を具体的に記述してください。 

    

②計画 

      スケジュール等、研究の進め方を具体的に記入してください。研究期間が複数年にわたる場合は、年度

毎に記入してください。 

    

③方法 

    研究・調査の方法を具体的に記入してください。 

   ※相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究を行う場合には、

どのように実地・措置を講じるのかまで記述してください。（例：個人情報を扱うアンケート調査、

インタビュー調査、加盟校等内外の機関等における承認手続きが必要となる研究・調査） 

   ※研究・調査方法と申請した研究経費の妥当性・必然性が分かるように記載してください。 

   ※更に詳細な説明が必要な場合および関連資料がある場合には、別途ご提出ください。（任意提出）    
  

以上 



研究経費の申請について 
 
１．助成対象 
 研究助成の対象となる経費は研究に直接必要な経費に限ります。研究に直接必要な経費のうち、

現在以下の費用が助成の対象となっています。 
科  目 詳  細 

旅費・宿泊費 
調査のための旅費・宿泊費。 

※申請した大学で設定している支出基準に準拠する。 

通信・運搬費 郵便、宅配便等の送料他 

謝金 

・講師謝礼 

※申請した大学で設定している支出基準に準拠する。ただし、当協会総会・研究

大会の支出基準（講師 5 万円、パネリスト 3 万円）を超えないこと。 

・アルバイト雇用 

  ※申請した大学で設定している単価と同額を基準とする。 

・アンケート調査謝礼 

施設・設備使用料  

印刷費 ・印刷代（コピー代含む） 

機器購入費 

・20 万円以上の機器については原則購入ではなく賃借とする。（その場合は賃借料を

助成） 

※20 万円未満のものについては購入とするか賃借とするかは研究助成委員会が

判断。 

消耗品費 消耗品（文具、印刷用紙、記憶媒体、パソコンソフト等）、書籍他 

その他 委託費、データベース使用料ほか 

 
２．助成額 
  ①単年度の場合   上限  60 万円 
  ②複数年の場合   合計 120 万円以内（但し、年度ごとの上限は 60 万円） 
  ③海外図書館事情調査  上限  60 万円 
 
３．「研究経費申請書」記入上の注意 

①研究期間が複数年度にわたる場合は、年度単位で助成しますので、研究経費申請書も年度

ごとに記入してください。 
 ②使途予定内訳の各科目の行数が足りない場合は、適宜修正して記入してください。 
③10 万円以上の経費は業者見積を添付してください。 

  ④飲食代等の会合費は助成対象としません。 
   ※提出された研究計画書の内容と照らし、研究経費としての妥当性・必然性が認められな

い経費が記載されていた場合は、修正を指示します。 
 
４．使途予定の変更について 

研究助成金の使用に際し、研究経費申請書に記載した使途予定から、科目・金額等で 3 割以



上の変更が生じた場合は、「研究経費科目等変更申請書」を会長校に提出してください。 
 
５．研究助成金の管理および支出報告について 

①金銭出納帳を作成して助成金の収支をすべて記載し、適切に管理してください。 
②支出報告書を年度単位で作成して、金銭出納帳および証憑書類を添えて指定された期日（3

月中旬）までに会長校に提出してください。 
  ③助成金の残金が発生した場合は、指定の口座に戻入していただきます。      以上 



2014 年度【2013 年度申請】様式 

                                                                     年   月   日 

私立大学図書館協会 

会  長  校  殿 

申込者名                       印 

 

                   所属図書館・職名 

 

 

私 立 大 学 図 書 館 協 会 研 究 助 成 申 込 書                     

 

 

「私立大学図書館協会研究助成規程」第１条による研究助成を得たく､下記および別紙のとお

り、研究計画書（推薦者の記載を含む）、研究経費申請書を添えて申込みいたします。 

 

記 

 

１．研究・種類   ※いずれかに をつけて下さい。 

   □個人研究  □共同研究  □機関研究  □課題研究  □海外図書館事情調査 

                        （募集中止） 

 

２．研究テーマ 

 

 

 

３．研究期間    ※いずれかに をつけてください。 

□2014 年度     □2014 年～2015 年度     □2014 年～2016 年度 

           

 

４．補助又は貸与の別（貸与の場合は返還予定期日） 

          ※いずれかに をつけてください。 

   □補助    □貸与（返還予定期日  年  月  日） 

      

 

５．申請金額           円 

 

６．所要経費概要 

年度 金   額 

2014  

2015  

2016  

合計  

 



2014 年度【2013 年度申請】様式 

私立大学図書館協会 研究助成 研究計画書 
 

１.研究・調査の種類 
□個人研究  □共同研究  □機関研究  □課題研究  □海外図書館事情調査 

                         （募集中止） 

２.研究テーマ 

 

３.研究期間 
 
 □１年（2014年度） □２年（2014-2015年度） □３年（2014-2016年度） 
 

所属図書館  

フリガナ 

氏名 
  印 

 
 
４.研究責任者 
★機関研究の場合は 
図書館長 

 
 

職名  

所属図書館（※） 
 

フリガナ 

氏名(※) 
 

職名（※） 
 

電話/FAX番号 
 

 
 
 
 
 
５.実務担当者 
★研究責任者と同一の場合

は、（※）の記入省略可 

メールアドレス 
 

 
６.共同研究者 
★共同研究のみ記入 

 

          フリガナ 

所属・職名・氏名 

 

フリガナ 

職名・氏名 

 
 
 
                       印 

７.研究推薦者 

推薦理由 

 

 
（注）機関研究の場合は、研究推薦者欄の記載の必要はありません。 
 



2014 年度【2013 年度申請】様式 

８.研究の目的・計画・方法   

①目的 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



所属

申請者 印

円

【研究助成金使途予定内訳】

科　　目 金　　額 科目合計

円合　　計

円

円

円

円

研究経費申請書

消耗品費

摘　　要

　　　　年度　研究経費合計

円

円

円

円

その他

旅費・宿泊費

通信・運搬費

謝　　金

施設・設備
使用料

印刷費

機器購入費
（賃借料含む）

単価・数


